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1．始めに 
























いった。しっかりとした学籍簿がある訳ではないが、生徒 70 人・スタッフ 30 人が一つの
教室で共に学んでいる。 
34 年もの長きにわたる年月を費やしたが、2019 年 4 月、県内初となる公立夜間中学校・
川口市立芝西中学校陽春分校（陽春分校という）が開校した。川口市の奥ノ木信夫市長が
開設を明言した 2017 年 3 月から開校するまでのおよそ二年間、私たち作る会と自主夜中
は川口市や埼玉県と波状的な話し合いを続けてきた。 









月の衆議院文部科学委員会を皮切りに国会審議が進められ、12 月の参議院本会議で 9 項目
の附帯決議付きで可決成立した。 




2.1 『議員連盟』視察から 31 周年集会まで 
2015 年 6 月 9 日 夜間中学等義務教育拡充議員連盟（議員連盟という）による自主夜中
視察と埼玉の夜間中学運動に関する「意見交換会」 
2015 年 10 月 17 日 作る会・自主夜中「30 周年集会」で、馳浩文部科学大臣が『立法化
の現状と展望』と題して講演 
2016 年 5 月 6 日 NHK で「学び続けたい～夜間学校 15 歳の春～」を放映。寄せられ
た支援金で基金を設立 
2016 年 5 月 24 日 新藤義孝衆議院議員他三名の超党派国会議員による自主夜中視察と
「意見交換会」 
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出版 
2016 年 8 月 21 日 「基礎教育保障学会」設立大会。展示コーナーで、自主夜中や埼玉の
夜間中学運動を紹介 
2016 年 10 月 29 日 作る会・自主夜中「31 周年集会」、前川喜平文部科学事務次官が「夜
間中学と日本の教育の未来」と題して講演 1 






お願い」と題する手紙を出したのが 2014 年の 10 月で、実現したのは越年して五ヶ月が経







が叶い、2016 年 5 月の、同議員を加えた 4 名の超党派国会議員による視察へとつながっ
ていったのである。 




































次の要請状である。賛同の輪も、5 つの自主夜中と 2 つの夜間中学関係団体に広がった。 
「教育機会確保法案」立法チーム座長 丹羽秀樹 様、同事務局長 寺田学 様 








立第三中学校の公立夜間中学校は元より、昨年 6 月 9 日は埼玉の川口自主夜間中学の
視察に来て下さり、そこで学ぶ生徒の姿と直に接して下さいました。また同じく 10
月 17 日には、就任早々の馳浩文部科学大臣に、埼玉の「夜間中学運動 30 周年集会」
で、『立法化の現状と展望』と題して講演して頂きました。 
今年に入りましてからも、文部科学省の前川喜平事務次官が 9 月 7 日に札幌遠友塾





























11 月 14 日はこの要請状を携えて賛同の有志 7 名で国会議員会館に赴いた。結果的に直
接面談できたのは議員連盟の馳浩会長と笠浩史事務局長だけであったが、両議員からは今
国会での可決成立に向け最大限に努力していくとの力強い発言があった。 



















































年 4 月に千葉県二校目の夜間中学を市内に開校すると表明したことが新聞で報じられた。 






























というのは、1985 年に運動を始めて 3 年目の頃、ひょっとしたら開設されるかも知れな
いと思わせる県と川口市の動きがあったことがあり、ぬか喜びに終わった苦い経験が頭を
よぎる。 













































奥ノ木市長への表敬訪問から一週間後の 5 月 15 日、県教育局小中学校人事課との話し
合いがやっと実現した。今回の主要項目は、①川口市の夜間中学開校に対する県への協力




のとはなっていない。この日私たちは、昨年（2016 年 9 月）教育局市町村支援部内に正
式発足した中学校夜間学級設置検討会議（検討会議という）を、法律に基づいて協議会に
移行させて、そこに民間団体である作る会や自主夜中を構成員として加えて欲しいと要請


























































































表内にも記したように、奥ノ木市長の明言から開校まで川口市と 8 回、埼玉県と 8 回の

























































































































＊開 校…2019 年 4 月 
＊場 所…旧芝園小学校敷地（蕨駅徒歩 10 分）に、芝西中学校の分校として開校 
＊仮校舎…旧芝園小学校の校舎が耐震基準を満たしていないので、昨年度に閉校した市立
県陽高校の「陽春会館」を借用して開校 
＊新校舎…：構造 鉄筋コンクリート造 2 階建（バリアフリー） 
     ：規模 建築面積 1,713 ㎡ 
     ：工程 2020 年 11 月から着工して、2022 年 3 月までに完成の予定 
＊生徒数…78 名（6 割が外国籍・13 カ国）―川口自主夜間中学から 7 名入学― 
     付記…1 名は転入生 
＊構 成…：戦中戦後の混乱期に、様々な事情で義務教育を受けられなかった人 
     ：学び直しを求める形式卒業者 
     ：日本語の習得をめざす外国籍の人 
＊教室数…一年生 2 クラス、三年生 1 クラス 
＊教職員…教頭 1 名、1 年担当 7 名、3 年担当 4 名、学年外 4 名、養護・事務・校務員各 
1 名、アシスタントティーチャー2 名（総勢 22 名、含校長） 
9．開校後、そして埼玉の夜間中学運動がめざすもの 
川口市の奥ノ木信夫市長の開校明言からおよそ二年間、川口市や埼玉県と共に準備作業
を進めて開校を迎えた。新入生 78 名の中に 7 名の自主夜中の生徒も含まれている。入学
















を川口市教委指導課と 7 月 1 日に、そして 7 月 15 日に県教育局小中学校人事課と実施し
た。この時両方に確認したのは、準備段階と同様に引き続き連携していくことだった。川
口市も県も快く応じてくれた。 












教育機会確保法は昨年の 12 月で成立から 3 年となり、現在見直しの審議が行われてい
る。昨年の 8 月に、埼玉・川口で第 38 回夜間中学増設運動全国交流集会を開催し、そこ
で議員連盟に対して 12 項目からなる法律の見直しに関する要望書をとりまとめた。その
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注 
 1 ブックレット「夜間中学と日本の教育の未来」（東京シューレ出版）付録・夜間中学の動向の年表 
 2 2016 年 8 月 21 日基礎教育保障学会設立大会「趣意書」の前文（一部抜粋） 
 3 前掲書ブックレット 野川義秋第Ⅱ章法制化は夜間中学開設の新しい扉・教育機会確保法が成
立！！ 
 4 前掲書ブックレット 野川義秋第Ⅱ章に同じ 
 5 銀河通信第 134 号（2017 年 1 月発行） 野川義秋「年頭の挨拶」 
 6 前掲書ブックレット 野川義秋第Ⅱ章に同じ 
 7 文部科学省「夜間中学設置推進・充実協議会」の委員会提出資料 
 8 2018 年 5 月 31 日「川口市夜間中学開設準備連絡会」提出資料 
 9 2018 年 5 月 31 日「川口市夜間中学開設準備連絡会」提出資料 
（のがわ よしあき 埼玉に夜間中学を作る会） 
49
教育機会確保法の成立から川口市立「陽春分校」開校まで
